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15.1 ク レ ー ン

金融引締めの影響はようやく深刻化し,設備の新設お

よび拡充が手控えられ,クレーンなどの発注が激減する

に至った｡しかし過去における多大な受注品の手持によ

り,製作鼓は減少せず,むしろ繁忙をきわめた｡

その需要先は多方面に及んだが,特に鉄鋼,電力およ

び造船関係が多く,輸出面でも着々進Ⅲをみた｡

まず 鉄所向として第一に取り上ぐべきものに,八幡

鉄所戸畑岸壁に設置された能力1,000t/h の鉱石用陸

揚機がある｡ るように記録的 品で,陸揚機

として一新紀元を画したものと信ずる｡そのはか15t積

込機ほかの埠頭設備の増設があり,製鋼クレーンの主な

ものとしてほ165tレードルクレーン,16tおよぴ25t

ストリッパークレーンなどがある｡

また輸汁‡でほ引続いてインド TATA召 鉄所向に多数

のクレーンを製作完成し,目下一部は据付中であるがほ

かはすべて活躍中で日立製品の真価を発揮している｡そ

のほかビルマ,パキスタン向けのものも完成しその活躍

が期待されている｡

最近の傾向として鉄骨ほ鋼板構造のスマートな外観の

ものに移行しつつあり,第1図の天井クレーンもその一

つで,鉄骨構造のみならず巻上機構,走行機構および制

御装置などに放 の構想を織込んだ,名実ともに近代化

されたクレーンである｡また ても運

転室ほもちろん,制御器類も第2図のようにセット化し

て,操縦の符易化と

いる｡

しをよくし好評を絹て

15.】.1l′000t/hアンローダ

戦後急速に拡張を続けてきた製鉄業も,最近とみに合

理化の必要に迫られ,各社ともいっせいに合理化を進め

てきている｡生産設備の合.哩化とともに,そのほとんど

を海外に依存せざるを得ない原料鉱石の 済的入手の方

法をめぐって,あるいは鉱石専用船の採用が,あるいほ

陸揚設備の大容是,高能率化が強調されてきたのはいう

までもない｡

本機はまったくこのような必要性から生れてきたもの

で,八幡 鉄戸畑地区第二次合理化計画のなかの,鉱石

陸揚機として計画されたもので,原料鉱石の経済的入手

をねらい,20,000～48,000t級の鉱石専用船を対象にし

て設計され,至るところに新しい工夫が試みられてい

る｡日立技術の粋を結集した,能力,性能ともに世界的

な規模のものとして誇りうる,わが

機ということができよう｡

最大の記録的陸揚

第1図 新 形 天 井ク レ ー･■ン

第2図 新 形操縦 セ ット

その主な特長をあげれば,次のとおりである｡

(1)高 自動運転化:高速化と制御性をよくする

ため巻上,開閉,横行,腑仰,走行はレオナード制御と

し,巻上横行にほHTダイナモを,モータはGD2の

小さいAISE600#形を使用し,さらに巻上運転を半

日動化して 20,000t 級の場合で1サイクルがわずか

46秒で完了するようにした｡

(2)巻上装置を

作

固形とした:動作範囲の拡大と

能率上昇の目的で巻上 置を多数の鋼球で支持し

たターンテーブル上に設け,グラブバケツ†を左右90

虔旋回しうるようにした｡

(3)軽量化:

荷

設費,基礎費を節約するため移動

たるマントロリほ寸法を極度に小さくするととも

にフレームは高張力銅を採用,建屋ほ軽合金を使用し

てその軽量化を計った｡また僻仰桁,テンションバー

にも高張力銅を,各部の主要部材ほ経済的なボックス

断面およびH断面を採用して重量の軽減を計った｡
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第3図1,000t/b ア ソ ロ ー ダ

第4図 組立中の1,000t/hアン′ローダ用マントロリ

第41巻 第1号

(十)鉱石に対する対策:塊鉱

(_300mm)と高粘着性鉱石のいずれ

にも対応するため本体内側にホッ

パ,コンベヤをコンベヤカーとして

別個のレール上に設け,普通鉱石の

場合は本体とコンベヤカーを一列に

並べて使用するが,高粘着性鉱石の

場合はコーンべヤカーを本体より離.

Lて放置し,直接仮揚場に陸揚げし;

乾燥後陸脚ホッパに投入するように_

した｡したがってコンベヤカーのア

イーダほ塊鉱処理用として頑丈な高

マンガン鋳鋼製エプロ∵ンフィーダと

し,搾脚ホッパのフィーダほ粘着銑

処こ曙何としてベルトフィーダとし

た｡

(5)売子-f4モータ単独駆動方式:

走行ほ4モータを単独に各トラッグ

部分にのせ,機械的にほ全然 結せず差動セルシソ機誉

構により電気的にバランズさせる力式とし,陸脚の速三

度を海脚に追従させるよ.うにした｡

15.1.215t製品積込校

本機ほ八幡製鉄に納入されたもので,構内より搬Hさ

れた製品(厚板一博さ 4.8～1501Ⅵm,幅900～3,800mm,

長さ3～20m)を,船積みするために計画された,マント

ロリ式走行形積込機である｡

狭いハッチロより=長さの長い,幅の広い製品の積込み､

を容易にするためiこ,14In以内のものは,径問内でも荘~

搬できるように,脚の開きは十分広く設計され,また巻二

上げ巻下し中でも,任意iこ傾転させることができるよう,

巻上装置が工夫されてある〔第d図参照)｡すなわち巻上_

装置にほ巻上および傾転川の~2偶の巻胴を備え,それぞ

れ単独の電動機七駆動される]ロープほ巻上巻胴よr)吊リ

第5図15t 成 積 込 機

第6図 ロープ配置区
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ビームの滑車,憤転巻胴を

るよう酉己置してあるので,

てふたたび巻上巻胴にもど

上げ, 下げ,傾転が自由

にできる｡

なお長さの異なる厚板を取り扱う場合に,便利なよう

に,吊ビームにほ,移動式フックが約400皿m のピッチ

で 定できるようになっで掠り,きわめて能 よく製品

の船積みができる｡

15.1.3 5t引込クレーン

木機ほ既設日立製8t橋形クレーンを備えた焼 鉱原

料ヤードへの陸揚げおよび払旧しを目的として八幡製鉄

所に納入された5tダブルリンク 引込クレーンであ

る｡引込クレーンは元来引込運動と旋回運動の併用によ

り荷役を行うのを通例とするが,本機ほ特に 転を容易

にするとともに荷役能率を上げるためi･こ,ホッパ,フ

ィーダ,ベルトコンベヤを旋回桁内に納め,引込クレー

ンといっしょに旋回する柄造とした｡したがってバケツ

1､によりつかみ上げられた原料ほ巻上,引込 のみで

ホッパに投入せられ,その間旋回運動を必要としない｡

なお機内ペルーコンベヤの前後2箇所にトリッパを酉己し,

末端に貯鉱用の僻仰するブームコンベヤを備えているの

で,本船→ピット(貯鉱),本船→地上コンペヤ→貯鉱槽

(圧送)の場合はもちろん,クレーンが旋回してピット

→地上コンペヤ→貯鉱槽(払出し)の場合でも原料ほホッ

パより機内コンペヤ,トリッパを経て地上コンベヤとの

連絡用シュートに連続的に運搬せられるので高能率な万

儲的クレーンといえる.｡

15.1.4 スクラップ用グラブバケット

第8図に示すような程々の形状をしたスクラップの

搬には,従来 磁石か,またほポリップ形グラブパケ

ットが使用されているが,いずれも満足できるものでは

なかった｡スクラップの形状からみて,ポリップ形グラ

ブバケットが最も適していると考えられるが,従来のも

のほ,スクラップをつかむ瓜の部分が,相手に応じて自

由に動きうる構造でないため,スクラップをうまくつか

みとりにくいし,またバケットの各部に無理が生じしば

しば破損した｡弟8図に示すポリップ形グラブバケット

ほ,この欠点を解決したもので,爪の部分乙･ま相手に応じ

て自由に動き,重なりあったスクラップの間隙にうまく

くいこみ,非常によいつかみ成㌫を示した｡このような

構造のグラブバケットが,大塊の鉱石や木材そのほかの

不規則な形状をした取扱物に対しても適することはいう

までもなく,その用 を著しく広めることができた｡

15.1.5 モビールクレーン

本年度におけるM23形モビールクレーンの大きな足

跡ほ,第一をこ納入の各機がいずれも高能率に活躍し生産

もきわめて順調に進展したことと,各種のアタッチメソ

トが充実して,クレーンの能 増進と用途を拡大したこ

第7図 5t引込クレーソ

とで,後者の代 的なも

のほ次のとおりである｡

(1)チップジブ付ロ

ングブーム完成

ブーム長さ 20m,

チップジブ長さ2.5

m,高抗張力材を使

用して ハ日 めわきま

て軽量,外観もスマ

ートである｡用途ほ

建設用向きになって

いる｡

第8図 スクラップ用

グラブパケット

(2)単索バケツ付クレーン完成(弟9図参照)｡

フック付クレーンで簡単にバラ物をも取り扱える

ように,取り付け取りほずしに便利な単索バケツク

レーンが完成した｡種々のタイプテストの結果ほ複

索バケツと同

は

の高能率を発揮した｡バケツの関口

転室で容易に 作できるよう工夫されている｡

(3)アウトリガー付モビールクレーン完成(弟10図

参照)

モビールクレーンほそのすぐれた機動性を発揮し

て移動荷役に便利なように,アウトリガーなしで使

用されている｡ところが埠頭用には,機動性にほ幾

分の不使を招いてもできるだけ作 径を大きくす

る手段としてアウトリガーが使用される｡

この両者に満足するよう取りほずしに便利な構造

を備えたアウトリガー付のM23R形が完成した｡

アウトリガーなしの場合はM23形,｢有｣の 合
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第9図 M23バケツ付モビールクレーソ

第10図 M23Rモビールクレーン

はM23R となる｡形式の変化が容易にでき,上.言J

両便用目的を満足することになった.こ.アウトリガー

ほ軽快にJ_Hし入れができる_ノ

】5.2
=巻 上 磯

炭砿鉱Ulにてほその生産物のコスト低減を計るたが),

採掘作業の合理化が計画され,幾多の試練を経て多大の

成果を上げるに至った.｡これについで行われたのほ運搬

の合理化である｡この具体策の一つは多くの坑口より行

っていた 搬を柏カー･坑口に集約することである｡この

第41巻 第1号

第11図 300kW立坑自動運転巻上機

結果立坑,斜坑を関わず巻上設備は高性能大容量のもの

が要求されるようになった｡すなわち 搬量増大,高速

化,【二l勤運転による能率化および安全恍の向上などがこ

れである｡

誘導電動機の特殊制御方式が急 に開発され,従来の

直流ワードレオナード方式の分野に交流巻上機がある程

度進J†iしてきた｡日立の低周波制御方式ほこのf-e表的な

ものであり,そのすぐれた 圧制御性能により斜坑スキ

ップ巻に就いて立坑巻に採川され,いずれも日動運転で

優秀な成績を発揮している｡また斜坑巻上機としては鋼

索張力17.5t巻上速度350m/min f_H力1,200HP という

大形機を完成L,時代の要望に応じた｡

15.2.1300kW巻上設備

昨年常磐捉砿枕式会社に低周波制御方式の交流日動運

転斜坑スキップ設備を納入したが,今西i同和鉱業株式会

封二花㈹鉱業用厄廟じ低周波制御方式笹よる交流白 運転

立坑300kW巻上設備を納入した｡この設備ほ集約運搬

のために従来の150HP巻上機に代って新設されたもの

で立坑巻上磯として本機のように本格的交流自動運転を

採用Lたものは日本ではしめてである｡

この立坑には中段があり,坑1二l中段またほ坑口ー坑民

間を抑ボタン操作で自動運転する｡荷重はケージ,人員,

鉱申の組合せにより数ケースとなり,運転ほ多岐にわた

る｡このため悼止 の予定減速曲綬の椎保および停止時

のクリーフ~速度の安定を要 されるため,5ヘノの低周波

制御方式に減速時の日動制動力調整装■揖を組合せ,安定

Lた着床運転を行うように計画され,好結果をおさめた｡

電気設備の詳細iこついてほ別項5.1.6交流巻上機川電気

設備を参照されたい｡

このほか付指設備としてケージ,ジャンクションレー

ル,カーストッパをあわせ納入した｡

15.2.2 dOOHP複胴自動運転巻上健

太平洋炭砿株式会社釧路砿業所に納入した600HP斜
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坑巻上機は,交流制御力式による日動運転巻上機であ

る｡運転は巻室より抑ボタン起動を行い,人中の場合は

坑口より坑氏にいたる1サイクルの日動運転を,材料串

の場合は単胴として運転され,巻上またほ巻下の1サイ

クルの日動 これら各種運転時の負荷いレク

の値とその変化状態および運転条件などを検討の結果,

加減速時および低速 転時の負荷いレクは正の場合も免

の場合もある｡このいずれの場合にもほぼ一定の加減

および低速 転を行うために,主電動機の電動トレクと

交流制動機の制動いレクとを適当に重畳し,さらに負荷

変動そのほかの

を励磁調

化に対してほ交流制動機の制動トルク

により加減して補正し日動制御を行うものと

した｡なお手動運転のさいにも交流制動機の併用が可能

なようにもなっている｡

15.2.31′200日P斜坑巻上横

斜坑炭革巻上機で出炭の増強をはかるためにほ,連結

択車の数を多くする,すなわち鋼 張力を増すこと,お

よび一回の巻上時間を短かくする,すなわち鋼索速

上げることが必要である｡

を大とすることも,鋼

上機製作の点では鋼索

速度を早くすることも接術的に

ほ制限ほなく,いくらでも大きいものができると考えら

れるが,鋼
,尿中,坑

条件などにより制限され,従

来は斜坑巻としては800HP扱が最大であった｡しかし

今回各方面の技術向上と研究との結果,題記1,200HP

上磯2台を常磐炭砿株式会社磐城砿業所に納入し,目下

現地で活躍中である｡

本機にては鋼索ほピン切り操作~可能の最大径36mm

の高抗張力ロープを採用し,坑道ほ炭 の振動測定など

保線基準の確立を行い,鋼索張力1ア,500kg 鋼

350m/minなど斜坑巻上機としてほ限界と考えられる化

様を満足しており,戦後の記録品であるのみならず,斜

坑 上磯としてほわが国最大のものといえよう｡

第12図 1,200HP斜坑巻上機

15.2.4 遠方操作式50日P3胴スクレーパホイスト

スクレーパ積込作業では, ったり,

積込筒所の見通しがきかないとき,操作誤りが多くなり

バケットの転倒,ロープ切断などを生じる｡作業者がつ

ねにバケツ1､の運行をみながら,遠方に設眉されたホイ

ストを操作すること〔･ま,作業能率向上の点で非常に有利

で,遠方操作式スクレーパホイストの採用が多くなった｡

弟13図は日鉄鉱業株式会社に納入した遠方操作式50

HP3胴スクレーパホイストである｡本機には使用実

の検討を行い,下記の改良を実施した｡

(1)移設を便利にするため一段と小形化した｡

(2)サーボリブタも本体に適合するよう小形化し,

]夜り付けを簡単にした｡

(3)ロープの緩み止めに採用していた重錘式ブレー

キほ,ロープ下巻時のみしか効果がないので,上巻下

巻時とも有効なスプリング式ブレーキとした｡

(4)ロープ長150皿を180皿 としたので,作業量

闘が広くなった｡

(5)クラッチバンドに調整装閏を設け保守点検を容

易にした｡

以上のごとく改良されたが,従来の遠方操作式はクラ

ッチ操作用のサーボリフタが一定押上力であり,クラッ

チいレクの調整ができず,ロープ張力ほ窄または最大の

いずれかである｡このことはバケツの円滑な引出し操作

や戻し操作に慣れを要し,ロープへのショック･シヤク

リ現象などを起しやすく,操作面で手動式に劣っている｡

これを改良するため,遠方操作方式で手動操作のごとく

手加減できる新方式を完成した｡新方式は手許に電圧調

整用スライダックを設け,これを操作してクラッチいレ

クを間接に手加減するものである｡工場実験の桁呆,あ

たかも手動でクラッチ撹作するがごとく,円滑な作業の

できることがわかったので,今後はこの方式i･こ切り換え

ることになった｡

】5.3 集団ベルトコンベヤ

わが国最大斜坑ベルトコンベヤと坑内設備

運搬合理化の線に沿って｢11炭坑口の集約が行われるよ

うになり, 来のコース巻上機に代り大容量運搬の

ベル1､コンベヤを使用する炭砿が漸増の傾向にある｡

第13図 遠方操作式50HP3胴スクレーパホイスト
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第17図1t特別二重高速形

ホイスト

てることができた｡

1t特別二

第18図

スト

高速形ホイストは,巻｣二速度カ ゝl笥

2t超高揚程ホイ

度と

標準速の二重速度(22.5/7.5m/min50へ/)になっており,

目的に応じて選択使用しうる機種であるこノ これは熱処理

作業などに佐用するとき,冷却液に投入する際は急冷を

要するので特別高速を用い,焼入後引上げる際には標準

この川法によって焼入の品質保拍と作業の安

全牲,および合理化を計ることができ好評を得ている｡

2tテ 高揚程形ホイストは,30mの揚程を有するもの

である｡近年,設備や 尿の大形化に伴ってホイストの

揚程もこれに対応すべきものが要求されるようになっ

た｡本懐は,超高揚程の難点である長ドラム.バランス

の問題も解決し製作された最大のものである.｡

任意数筒所操作,および半白勅ホイス1､は,流れ作

に最も適する機種である｡操作は数箇所速力 1あで作

て,ある流れ行程の中起点Aと終点Bの問の数箇所で自

動的に停止することができる｡各地点における上下動作

ほ,それぞれ任意に行われるが走行ほ自動的iこ行う｡ま

ずA地点において上下動作後,走行m日動ボタンを押す

･と自動走行し所定の位置で日動停止する:｡ここでふたた
び任意上下動作後,走行用日動ボタンを押せば次の点で

･日動停止する｡これを繰り返し,流れに順応して荷物を
撤するもので,これまでの半Fl動式に比しきわめて便

~利な操作のため,いっそう生産向上に貢献している｡

近時苓産

15.5 空気輸送機

界においては空気輸送機に対する認識が漸

次高まり,工場内の合理的輸 管理の-･面として粉粒体

の空気輸送機が大いに賞用されるようになった｡すなわ

ちこれほ能率,衛生,ならびに経済的見地から他機種に

第19国 数箇所操作任意半自

動ホイスト

まさる特長が発揮できるからである｡

[仁､㍍掛作所においでほ昭和25年以 126組の空気輸

送機を製作してきたが,次第に輸送物の内容も多くなり,

昭和33年度にほついに 種82 きに達した｡現在

までに空気輸送機を納入した主な丁場は,化学工場,セ

メント工場,醸造工場,製粉工場,製鉄工場および発電

何
句
何
■
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呵
㈹
ふ
■
㊥
㊥

空
灰
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サ
バ
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排 けl

介
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弁
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イ ルタ

弁

ローークリ ーノニルブ

バキュームブレーカ

水 エ ゼ ク タ

分 離 器

すわ 海 水 ポ ン プ

(吟 エヤ
ー ス ラ イ ド

@ フラクツ式輸送機
@ ニ カ 切 替 弁

(珍 サ イ ロ

的 ウェットアンローダ

@ 空■気 圧 縮 機

(ゆ ダー ボ ブ ロ ウ

(珍 ベ ビ コ ソ

卵 ル ー ツ ブ ロ ワ

第20【Xl東京電力株式会社第二鶴見火力発電

所納灰処理装置系統図
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第14図 坑 内

第15図 日本炭砿株式会社二島砿業所に据付

けた集団ベルトコソべヤ

コンベヤベルト用帆布の改良は著しく,従来の木綿帆

布に代り強力人絹帆布を使用すればベルトの引張り強度

を数倍となしうる｡したがってベルトコンベヤ1台の運

搬距離および馬力を,木綿帆布ベルト時代の数倍にする

ことができる.｡

日本炭砿株式会社二島砿業所に納入した集団ベルトコ

ンベヤは傾斜15度,長さ約2,800mの斜坑を通じ,原段

平均600t仲(最大700t/b)を,坑底より坑外に輸送する

ものである｡コンベヤほ一連の長さ約350In,400HPの

ものを8台直列とし,坑外選炭場で総括制御を行う｡な

おベルト速度ほ120m/min,ベルト幅42′′である｡斜坑

における集団ベルトコンベヤとしてほ全長,馬力ともに

わが国最大のものである｡本集団ベルトコンベヤととも

に坑内設備として,坑内水平坑道における,炭硬函仕分

け設備,チップラ下部の選炭,破砕,貯炭設備一式をあ

わせ製作納入した｡

本設備の完成により,二島砿業所ほ月産精炭14,000t

機 器 配 置 図

第16図 坑内3函チップラ

かウ100,000tと飛躍的増産が見込まれている｡

坑内設備の配置は弟14図のごとく,切羽より, フーイ
ー

ゼル機関車で牽引されてきた炭硬混合列車の,灰硬函の

仕分け･チップラまでの引寄せ･押込み･チップラによ

る原炭の放出および空函処理を行い,放出された原炭は

チッープラ下部でチェソフィーダ･ローラスクリソを経

てピッキングコンベヤに運ばれ,このコンベヤ上で異物

および硬塊の除去を行い,反発式クラッシャで150mm

以下に破砕し,スパイラルシュートを経て坑内ポケット

に貯炭を行う｡処理能力は1時間480t,各機器ほ連動

または,自動運転が可能で所要人員は極度に減少した｡

15.4 ホ イ ス ト

の主機として使用されるホイストほ,用途に

応じて特別の速度,揚程,操作法などが要求される｡こ

の傾向ほ年とともに増加の一途をたどっているが,33年

度にほ次のような特殊形を納入し,作業の能率化に役だ
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第21図 コットレルホッパ下灰処理装置機器

所などである｡今後各工業相では粉粒体を扱うことが漸

増するので,窄気輸 機はこれら工場内の輸送合判化に

さらに進旧するものと考えられる｡

電力 界ほ牒葎汗1ざましい勢いで新鋭火力発電所の設

備を行っているが,その小で必要欠くべからざる灰処王l】!

設備に,新しい空気輸送力式が脚光をあびてきた｡ポイ

ラより排川される灰の処理に空気輸 機を仙川するよう

になったのほ,国内においてはごく鼓近である｡日立製

作所においてほ昭和29年以 6組の灰処理装閏を実施

してきたが,昭和33年度には従 のブイ式とまったく異

なる新方式の灰処理装~躍を完成し,東京電力株式会社第

二鶴見火力発 所に納入したJ本装置は水エゼクタを依

用する断続吸引輸送方式で,長期の連続運転に耐えうる

ものである｡

最近各発電所では炊処理装苫とl■8じく,本館内外の清

掃用集塵装置が計画されている｡本年度も東京電力株式

会社に集塵装間を3基納入したが, よって集

められた灰塵を,灰処.哩装置の輸送管に連結して処理す

るという新しい試みを冥灘した｡これにより従 めら

れた灰塵を捨てにゆく手間が省略できて好評を得てい

る｡

15.5.1灰処≡哩装置

従来灰処理にほピット内を水で流すノJ式や,機械的輸

送が多く,とかく灰の飛散に悩まされ,その輸送管劇ほ必

ずしも合理的に行われていなかった｡近時この灰処理に

空気輸送機が多く使用されるようになり,昭和33年度

にほ水エゼクタを使用する新方式の灰処理装置を完成し

た｡すなわち水ポンプより水エゼクタに圧力水が送られ

ると,水エゼクタの働きにより管内ほ負圧となり,輸送管

終端の空気吸入弁から空気を吸込み真空気流が生ずる｡

次に順序運転継電器および圧力スイッチの働きにより,

各ホッパに取りつけられた灰吸入弁および脊系統ごとに

配置した切替弁が順次開閉して,ホッパ内の灰ほ輸送管

第41巻 第1号

第22図 ウェットアン′ローダ設備

内に諸一卜し,サイクロ 分離器まで輸送される.｡

で灰は空気と分離されてサイロ内に貯蔵される.｡

この 置の主なる梢兵は

｣ し

(1)ホッパ1箇所の運転時問が短いのでパイプ関係

命が長い｡

吸引力式であるため飛塵がない｡

断続吸引方式であるため分離器よりの排日_ほミ容

易である｡

(4)クリンカ処理用の水ポンプがそのまま流川でき

る｡

(5)水エゼクタを使川するため最終分離が簡叩であ

る｡

第20図ほ東京電力株式会社第二鶴見火力発電所に納

入Lた沢処理装置の系統図である｡本系統図に示すよう

に,各ホッパより落下する灰ほ200tサイロまで吸引輸

送されるが,この吸引系統とは別に,コットレルホッパ

より排旧するフライアッシュのみは,別の 200tサイロ

に圧送輸送することも可能である｡これほフライアッシ

ュの需要が増加した場斜こ,フライアッシュのみを別に

川収することを考慮に入れたものである｡

この種の灰処理 置にほ空気輸送機により1箇所に集

約された択を,飛散しないようにトラックに積込むため

にはウェット,アンローダ設備が必要である｡昨年度東

京電力株式会社新東京火力発電所に納入したウェット･

アンローダ設備ほ国産第1号機であり,引続き第二鶴見

火力発電所にも2台納入し,さらに現在4台製作中であ

る｡

15.る チェーンコンベヤ

15.d.1スラッジコレクタ

都市の~~~F水や工場排水の浄化のために,汚物を何形槽

に沈澱せしめ,これをスクレーパコンベヤで捕 する｡

汚水中で耐蝕性のある日立マレブル製チェーンと桧材ス

【--122-
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第23図 スラッジコレクタ

第24国 スラ ッジコレクタ

クレーパとで組立てられた本装跡ま,長期の使用に耐え

ている｡第23図および弟24図はその例を示す｡.

】5.d.2 グリッドコレクタ

比重の大きい沈澱物を するため,スクレ

ーパまたほバスケットコンベヤが多く川いられているL_〕

弟25図はその例を示す｡

】5.d.3 スケールコンベヤ

ミルスケール沈澱槽内のスケールを能率よく拭Jl=ハ

集積するスクレーパコンベヤ装間であって,その構造は

グリットコレクタやスラッジコレク々と同様である.二,

15.d.4 モールドコンベヤ

金属の溶湯や溶津を造型して運搬する装置で,モール

ドの耐熱性とチェーンの強度が逢引戸■亡の寿命を左右する｡

弟27国ほその例をホす.｡

(スクレーパー式)

第25図 グリッドコレクタ

第26l.蛍‡スケールコンペヤ

第27図 モールドコンペヤ




